
ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム 

平成 29 年度第三回企画運営委員会議事概要（案） 

 

 

【日時】 2017 年 7 月 6 日（木）12 時 00 分から 12 時 50 分 

【場所】 情報科学 C 棟 401 室 

【出席（敬称略）】 清水（委員長・情）、尾上（情）、藤原（情）、谷田（情）、 

井上（情）若宮（情）、松下（情）、原（情）、難波（生）、平岡（生）、 

松岡（サイバー）、細田一（情）、石井（生）、中村（基）、EUM（情）、 

楊（情） 

  [事務部] 松岡（情/事務長）、鐘ヶ江（情/大学院係長）、徳野（情/部門事務局長）、 

岡本（情/部門事務）、井汲（情/部門事務）、古市（情/部門事務）、上田（情/部門事務） 

【欠席（敬称略）】 村田（情）、増澤（情）、大澤（生）、八木健（生）柳田(生)藤田（生）

近藤（生）、細田（耕）、石黒（基）、宮崎（基）、中野（生）、 

  [事務部] 森田（生/部門事務）、 

 

配布資料 

  HWIP ホームページ教員用ページにアップします。 (パスワード： HWinnovation) 

 

議題 

(1) 教務委員会（資料あり） 

○教務活動の進捗について説明があった。すべての年次についてのカリキュラム

が順調に進んでいる。 

○審査関連：  

① 終試験に係る公聴会は、R－QE（３年次）と同日の 1 月 23 日に行うこと

が決定した。多くの方の参加をお願いしたい。 

② 早期修了予定者(5 年次)1 名について、別紙「 終試験 公開研究発表会 審

査結果の要旨及び担当者」の詳細な説明があった。 

また、公聴会を 7 月 7 日 13:00 から C605 で行うので、都合が許せば出席を

お願いしたい旨の発言があった。 

(2) リーディング大学院選抜委員会 (資料あり) 

○1 年次に実施する Pre-QE の日程が 12 月 5 日 15 時からに決定した旨の報告が 

 あった。 

○第六期生の選抜日程について、願書受付 2 月 21～28 日(8 日間)、書類選考 3 月 

2 日、書類選考結果発表 3 月 5 日、面接試験 3 月 12 日、臨時企画運営委員会で   

の了承 3 月 15 日と決定した旨報告があった。 



(3) 海外連携委員会 (資料あり) 

○現時点での今年度海外派遣状況について報告があった。 

○海外渡航する学生について、7 月から全学での運用が開始された危機管理システ 

ムの「海外渡航届システム」についての周知があった。 

○今年度の海外研修は、1 月に北米案(シリコンバレー、CES 見学)でプランを作成 

中。 

(4) 産学官連携委員会（資料あり） 

○海外を含むインターンシップの実施状況について報告があった。また、一期生 1 

名ついての遡及申請について説明があった。 

○３年次授業であるイノベーション実践演習について、第二部(特許戦略)を 

Panasonic 講師にて３回の集中講義で実施した旨と秋に予定しているプレゼン 

テーションについて報告があった。 

○参画企業との連絡協議会が６月９日に開催された旨報告があった。同時に学生 

アドバイザリ面談、インターンシップ説明会も実施され、多くの学生が参加した 

旨の報告があった。 

(5) 広報企画委員会 （資料あり） 

○平成 28 年度報告書及びパンフレットを制作中である旨の報告、及び原稿作成担 

当者への謝辞があった。 

○今年度のリーディング合同説明会は 10 月 13 日(豊中)、10 月 25 日(吹田)に開催 

することが決定された。超域と生体統御を除く３部門で開催される旨の発言が 

あった。 

○リーディングフォーラム 2017 が 10 月 19-21 日 名古屋にて開催されることと 

なった(幹事は名古屋大)旨の報告があった。開催の概要および各プログラムへの 

参加要請について説明があり、本プログラムとしての参加予定状況の報告があ 

った。 

(6) その他 

○事後評価について(清水教授 資料あり） 

プログラム開始 7 年目( 終年度)となる来年度(30 年度)、事後評価が実施され 

ること、これについてのスケジュールと評価ポイントについて説明があった。 

また、夏季休業中に 2 学期に事後評価に関連して着手しておくべき事項につい 

て計画を立てる予定であり、関係の方には協力いただくことが増えることにつ 

いて依頼があった。 

なお、履修生、関係教員以外の研究科の教員にもお願いすることが出てくるので、 

その際には企画幹事及び各委員長を通じてお願いする事項もあるため、重ねて 

協力をお願いしたい旨の発言があった。 

 



○参画企業との連絡協議会･学生アドバイザリ委員会（６/９）について 

 産学官連携委員会で報告があったため省略。 

○英語教育の進捗状況について（オム特任准教授 資料あり） 

・6 月 22 日、希望する履修生に対して TOEIC IP テストを実施し、8 名が受験し

たことが報告された。 

・7 月 3 日にテクニカルライティングセミナーを実施し、7 名の参加があったこと

が報告された。年度末にもう一度開催予定。 

・10 月より開始予定の一般英語クラスの説明会を 7 月 19 日に実施予定である旨

報告があった。 

○語学力について（清水教授) 

 一期生でTOEIC７３０点に達していない履修生のプログラム修了に向けての取

扱いについて、種々意見交換の結果、特に代替措置等を設けないという意見が多

数あった。 

○履修生の学振研究員採用に向けての方策について 

 平成 31 年度から奨励金の支給がなくなるため、履修生ができるだけ学振研究員

となれるような方策を検討することとした。 

   

 

次回：9 月 7 日(木) 12:00-13:00 情報科学研究科 C 棟 4 階 C401 

 


